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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年10月19日(2017.10.19)

【公開番号】特開2015-78178(P2015-78178A)
【公開日】平成27年4月23日(2015.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-027
【出願番号】特願2014-185087(P2014-185087)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  409/14     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月5日(2017.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｇ１）で表される有機化合物。

【化１】

　（但し、式（Ｇ１）において、Ａは置換又は無置換のジベンゾキノキサリン骨格を表し
、Ｂは置換又は無置換の４，４’－ビジベンゾフラン骨格又は４，４’－ビジベンゾチオ
フェン骨格を表す。またＡｒは炭素数６乃至１３のアリーレン基を表し、ｎは０乃至２の
整数である。）
【請求項２】
　式（Ｇ２）で表される有機化合物。
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【化２】

　（但し、式（Ｇ２）において、Ａｒは炭素数６乃至１３のアリーレン基を表し、ｎは０
乃至２の整数である。また、Ｒ１乃至Ｒ２２はそれぞれ独立に水素又は炭素数１乃至６の
アルキル基を表し、Ｘは酸素原子または硫黄原子を表す。）
【請求項３】
　式（ｇ１）及び（ｇ２）で表される有機化合物。

【化３】

　（但し、式（ｇ１）および式（ｇ２）において、Ｒ１乃至Ｒ２２はそれぞれ独立に水素
又は炭素数１乃至６のアルキル基を表し、Ｘは酸素原子または硫黄原子を表す。また、Ｒ
３０乃至Ｒ３４は、一つが、式（ｇ２）で表される基を表し、＊の位置で結合する。その
他はそれぞれ独立に水素又は炭素数１乃至６のアルキル基を表す。）
【請求項４】
　式（Ｇ３）で表される有機化合物。
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【化４】

　（但し、式（Ｇ３）において、Ｒ１乃至Ｒ２２、Ｒ３０乃至Ｒ３２及びＲ３４はそれぞ
れ独立に水素又は炭素数１乃至６のアルキル基を表し、Ｘは酸素原子または硫黄原子を表
す。）
【請求項５】
　式（Ｇ４）で表される有機化合物。

【化５】

　（但し、式（Ｇ４）において、Ｒ１乃至Ｒ２２はそれぞれ独立に水素又は炭素数１乃至
６のアルキル基を表し、Ｘは酸素原子または硫黄原子を表す。）
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機化合物を含む発光素子。
【請求項７】
　請求項６に記載の発光素子を含むディスプレイモジュール。
【請求項８】
　請求項６に記載の発光素子を含む照明モジュール。
【請求項９】
　請求項６に記載の発光素子と、前記発光素子を制御する手段を備えた発光装置。
【請求項１０】
　請求項６に記載の発光素子を表示部に有し、前記発光素子を制御する手段を備えた表示
装置。
【請求項１１】
　請求項６に記載の発光素子を照明部に有し、前記発光素子を制御する手段を備えた照明
装置。
【請求項１２】
　請求項６に記載の発光素子を有する電子機器。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４１】
【化３１】
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